
作成日 令和2年3月4日

【事業所概要（事業所記入）】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

【評価機関概要（評価機関記入）】

１　自己評価及び外部評価結果

事業所番号 1670800216
法人名 医療法人社団　　寿山会

事業所名 グループホームすまいる

自己評価作成日 令和2年2月1日 評価結果市町村受理日 令和2年3月16日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。
基本情報リンク先URL

評価機関名 北証パトナ株式会社
所在地 富山市荒町2番21号

訪問調査日 令和2年2月20日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します。
取　り　組　み　の　成　果 取　り　組　み　の　成　果

↓該当するものに○印 ↓該当するものに○印
1．ほぼ全ての利用者の 1．ほぼ全ての家族と

56 63
○ 2．利用者の2/3くらいの ○ 2．家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

○ 3．たまに

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない
○ 1．毎日ある 1．ほぼ毎日のように

1．ほぼ全ての利用者が 1．大いに増えている

64
2．数日に1回程度ある 2．数日に1回程度ある
3．たまにある

2．少しずつ増えている
3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどない 4．ほとんどない
○

4．全くいない
○ 1．ほぼ全ての利用者が 1．ほぼ全ての職員が

65
2．利用者の2/3くらいが ○

2．利用者の2/3くらいが ○ 2．職員の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない 4．ほとんどいない
1．ほぼ全ての利用者が 1．ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

○ 2．利用者の2/3くらいが ○ 2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない 4．ほとんどいない
1．ほぼ全ての利用者が 1．ほぼ全ての家族等が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

○ 2．家族等の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

○ 1．ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

○ 2．利用者の2/3くらいが

59

60

61

62
2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

職員は、利用者一人ひとりの思いや出来ることなどに留意し、共に暮らしながら利
用者を支援するよう努めている。子ども園の園児や警察官と一緒に、交通安全の願
いを込め七夕を飾るなど、地域の人達と交流しながら、楽しく過ごせるよう工夫し
ている。また、家族には毎月「すまいる便り」で利用者の近況を知らせると共に、
家族からの相談や要望に気軽に応じる雰囲気をつくり、信頼関係を築くよう配慮し
ている。

項　　目 項　　目

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,20）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

57

58

4．ほとんどいない

所在地

寄り添うとは？できる力は？その人らしさとは？職員は入居者一人ひとりと向きあ
えているかを日々問いかけています。入居者とご家族のつながりを大切にしつつ、
ご協力・ご意見をいただきながら、入居者のわかる言葉や動作でかかわり、思いを
受けとり喜怒哀楽を共にしています。また、健康管理・食事・楽しみ事が生活の基
盤であり併設施設（診療所・老人保健施設）の多職種職員の助言、協力も得て安心
の日々を過ごせるように配慮しています。

〒939-1377富山県砺波市寿町2-38

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きと
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面
がある。
（参考項目：18,38）

グループホームすまいる



Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町村との連携

自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

ホームの日常的に抱えている課題
の取り組みや、活動内容を報告し
ている。各方面からの出席者より
率直なご意見や助言をいただけ、
サービスの向上や暮らしの充実に
役立てている。

事業所からの一方的な報告だけに
終始しないよう、その時々の事業
所の課題、例えば、利用者に対す
る言葉かけや対応などについて相
談し、意見や助言をもらってい
る。

運営推進会議の委員・介護相談員
の定期的な訪問があり、相談した
り助言をいただいている。また感
染症状況や事故発生など、報告す
る事案があれば、様式に沿って報
告することとしている。

介護保険上の書類の記載方法や整
備状況などを相談し、説明を受け
るなど、市と連携するよう努めて
いる。

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでい
る

地域の幼稚園・小学校の行事に誘
いを受け、出かけたり、ボラン
ティア活動を積極的に受け入れて
いる。また地域の季節行事では、
住民の方々の来訪を楽しみに待
ち、親しい交流が継続できてい
る。

入居後も町の住人として暮らせる
よう支援することを理念に折り込
み、幼稚園児や小学生とのふれあ
い、高校生の実習受け入れ、紙芝
居や体操ボランティアとの交流な
ど、地域とのつきあいを大切にし
ている。

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

地域行事や診療所の受診時など外
部の方々と触れ合える時には、職
員も入居者も気軽に話をしたり、
地域の方へのお世話も積極的にし
ている。その際に認知症に対して
関心を示し心配事など相談される
ことがある。

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

項　　　　　　　目

法人理念を基にグループホームの
理念を掲げ、さらに現状を見つ
め、課題を総合した年度目標を全
職員で検討し創りあげている。
ミーティング時に唱和し、理念の
意味を確認し合っている。

法人の理念やグループホームの理
念を実践するため、職員間で介護
目標をつくり、理念を具体的に
日々の支援につなげるよう努めて
いる。

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

2 グループホームすまいる



自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の
　反映

身体拘束廃止の指針を正しく理解
し、心や体を縛る行為をしないケ
アに努めている。特にスピーチ
ロック＝無意識の言葉の暴力に対
して職員全体で改善に向けて取り
組んでいる。

カンファレンスなどの機会に、利
用者ごとに、身体拘束を行ってい
ないか確認し、どのようなケアを
行うか具体的に話し合っている。
また、言葉ひとつによって、利用
者の心や行動を抑圧しないよう留
意している。

職員全員で身体拘束のないケアの
実践に努めているが、今後は、言
葉かけや対応によって、利用者を
抑制していないか、職員一人ひと
りが現状に満足することなく、改
善につなげることが期待される。

身体拘束廃止の取り組みと並行し
て、不適切ケアの現状を見つめ、
防止に努めるミーティングや勉強
会を行っている。

パンフレットを取り寄せ、職員や
家族に配布している。必要のある
利用者が活用できるように管理者
や職員はもっと理解を深め適正に
学ぶ努力をしていきたい。

契約時や料金改定時には管理者・
支援相談員・事務主任は利用者や
家族のわかりやすい言葉で説明し
ている。また不安や疑問を尋ねや
すい雰囲気と態度で接し、必要に
応じて繰り返し話し合いの機会を
持つことも大切にしている。

ご意見箱の設置をしている。入居
者には節目の時などにアンケート
に答えていただいている。家族に
は面会時に率直に意見や要望を話
せるように配慮している。ご意見
は全職員が把握・対応できるよう
に申し送りノートやカルテに記載
している。

利用者には、外出先の希望を聞い
て、高岡大仏などに出かけてい
る。家族には、毎月「すまいる通
信」で近況を報告すると共に、来
訪時などに要望を聞いている。食
事形態などの変更時には、いきさ
つを説明し、了承を得ている。

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

3 グループホームすまいる



自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

地域ケア会議など市役所主催の勉
強会の案内があり、参加してい
る。また各々の研修において意見
交換や情報収集してサービスの質
の向上に努めている。

日常的に管理者は職員とコミュニ
ケーションを密に取るように努
め、意見や提案に耳を傾けてい
る。全体ミーティング・リーダー
会議にて意見を検討して運営に反
映させている。

管理者は、職員と共に業務にあた
る中で、職員の要望や提案などを
聞いている。また、ミーティング
時などには、忌憚のない意見が出
るよう留意し、運営に反映させて
いる。

管理者は職員個々の就業に関して
の相談や要望に耳を傾け、できる
限り継続して働ける環境を整え、
入居者の暮らしの安定も継続する
よう努めている。

職員一人ひとりの経験量に合わせ
て資格取得や研修参加を勧めてい
る。法人内の毎月の勉強会への参
加も促し、学びの機会を自らも積
極的に持つように促している。

相談の時点から本人の思いをよく
聞き受けとめ、不安な気持ちに寄
り添いながら信頼の関係や安心な
暮らしづくりに努めている。

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

4 グループホームすまいる



自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人にとって大切な人とのつなが
りが継続できることは大きな喜び
であり、元気が湧いてくる支えで
ある。家族の協力を得て、可能な
限り交流の機会を持てるようにし
ている。

近所の人や詩吟の仲間などの訪問
があり楽しいひと時を過ごしてい
る。また、地域のお祭りに出かけ
ると、太鼓の音に心を躍らせ、知
人に出会って握手を交わすなど、
馴染みの人や場との関係継続に努
めている。

日常の様子を積極的に家族に伝
え、本人が納得できる暮らしがで
きているかを確認し、ご意見をい
ただいている。行事活動にもでき
る限り参加協力を家族に願い、絆
を深める機会となるように配慮し
ている。

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

本人のできる力を不安なく発揮す
る機会を提供し、職員もその時を
共有する。本人を支え・励まし・
称賛し尊敬する心の繋がりを深め
ている。

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

相談の時点から家族の抱いている
不安や困り事や要望に耳を傾け、
職員も一緒に必要な支援を行い、
家族入居者共に安心できる生活づ
くりをめざしている。

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

相談の時点から本人や家族の要望
を受けとめ、また職員による現状
の観察の上に必要な支援を提供し
安心で生きがいに繋がる生活づく
りをめざしている。他サービス紹
介にも不安を最小限にできるよう
配慮している。

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

5 グループホームすまいる



自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 9 ○思いや意向の把握

24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

プライバシーに配慮しつつ、面会
に来られた親戚や知人との会話に
混ぜていただき本人の歴史を聞き
とり情報収集している。

各々の健康チェックは三測表に記
録している。いつもと違う言動が
あったり、気分の変化など個人カ
ルテに細かく記入して情報共有に
努めている。

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

普段から本人や家族の思いや意向
を聞くようにしている。センター
方式のc-1-2（私の姿と気持ち
シート）を入居者に書いてもら
い、思いを伝えられない人でも表
情やしぐさから読みとり希望や意
向の把握に努めている。

「私の姿と気持ち」という様式
に、本人が直接書いたり、職員が
聞き取ったことを記録している。
また、利用者の様々な変化に留意
し、本人の思いをタイムリーに把
握するよう努めている。

入居者同士の助け合いや支え合い
がスムーズに展開するように見
守っている。一方トラブルの予
測・孤立の防止を、含め心地良く
暮らせるように様々な点で配慮し
ている。

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

生活の場が変わる時期や急変時に
向けて普段から話し合いを重ね、
本人や家族の支えとなるように心
がけている。退居後も安心した生
活ができるように面会し相談など
を受けとめている。

6 グループホームすまいる



自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ
　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の
　多機能化

29 ○地域資源との協働

30 11 ○かかりつけ医の受診支援
併設診療所以外にもかかりつけ医
を持つ人があり、状況に合わせて
適した病院を受診しており、家族
の協力を得て職員も同行してい
る。

併設の診療所があり、定期受診や
風邪などに対応し、本人や家族の
安心につなげている。入居前から
のかかりつけ医を継続している利
用者には、家族受診に職員が付き
添うなど、柔軟に支援している。

本人の行きつけの美容院やスー
パーがあり、また、かかりつけ医
への定期受診など家族や職員と共
に出かけている。地域へ出かける
活動では、“すまいる”への理解
を示し、手伝いなどいただけるこ
ともよくある。

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

個別のカルテには、その人ならで
はの姿が見えてくるような記事を
書けるように努めている。また、
介護計画の課題にそった記録も記
入をしている。健康状態の変化も
三測表から読みとり計画に活かし
ている。

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

おおまかな一日の流れや年間行事
計画・季節ごとの家族会などホー
ム内の活動はあるが、家族との楽
しみ事などは、それを優先して積
極的にお願いしている。

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

日常の気づきやヒヤリハットなど
必要な情報を記録から収集し、カ
ンファレンスにてモニタリングや
評価をしている。家族にも意見を
伺い、今必要な目標を、より具体
的に作成して的確なサービス内容
を示し取り組んでいる。

前回、改善計画にあげていた、介
護計画の目的や役割の理解につい
ては、一定の成果を得たが、それ
ぞれの利用者ごとの課題が適切に
把握できていないこともあり、モ
ニタリングにつながらないケース
もある。

利用者ごとのニーズ（課題）を、
より具体的なものとし、日々の支
援内容を介護計画に取り込むこと
が期待される。

7 グループホームすまいる



自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有
　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

年2回消防署の協力を得て併設老
人保健施設との合同避難訓練を行
ない指導を受けている。毎月1回
のホーム内の訓練では「近所の出
火」「一人での救出」「配線ほこ
り確認」等テーマを決めて行なっ
ている。

火災に備えた避難訓練や、火災を
発生させないための火の用心に努
めている。また、災害時における
法人内の老人保健施設などへの避
難方法を決めている。

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

入居者の健康状態から予測される急
変や事故について、勉強会や担当看
護師より具体的に学ぶ機会がある。
緊急時の応援要請については作成し
たマニュアルに沿って日常的に励行
している。

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

管理者は早い段階から重度化や急
変時のあり方について家族と話し
合っている。また職員とも思いや
対応力について話し合い相談し
合っている。主治医から健康状態
を確認する際に今後の対応につい
て家族の思いを伝え方針を共有し
ている。管理者も同席して全職員
に伝えている。

事業所としては、看取り支援には
対応しないことを、入居時から家
族などに説明している。利用者の
状態に変化が見られれば、早い段
階から想定される症状などを、医
師を交えて家族に報告し、今後の
方針を共有している。

併設診療所に担当看護師が居り、日
常的な訪問にて健康管理の協力があ
る。入居者や職員の相談役を担って
くれており安心的存在である。さら
に主治医からの指示などは、わかり
やすくアドバイスを含めて説明や記
録があり安心介護に繋がっている。

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

入退院時には互いに情報提供を書
面または口頭にて行っている。入
院中は管理者をはじめ職員がこま
めに面会して看護師や家族より治
療経過を伺い早期退院やその後の
生活について情報共有している。

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

8 グループホームすまいる



自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

職員は入居者の人格を尊重し誇り
やプライバシーを損ねない言葉と
態度で接している。管理者は、日
頃から失礼な言葉や態度で不快な
気持ちにさせていないかなどを、
全職員に振り返ることを促してい
る。

利用者を敬い、皆が丁寧な言葉使
いやふるまいに努め、温かく支え
合うことを介護目標とし、職員一
人ひとりが、不適切な言動がない
か振り返っている。

職員の不適切な言動は、利用者は
もとより、家族や職員にも不快な
思いをさせることを理解し、職員
一人ひとりが自分のこととして改
善につなげることが期待される。

本人の状態に合わせ、答えやすく
選びやすい問いかけをしている。
些細なことでも自己決定できるよ
うに見守り、その人の思いや選択
を尊重している。

基本的な一日の流れはあるが、本
人の気分や体調に合わせて柔軟に
対応している。本人の希望に、職
員はさりげなく見守り,相談に
のったり協力もしている。

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

食べやすく見栄え良い盛り付けを
心がけている。入居者も調理・盛
り付け・配膳・片付けなどできる
ことを手伝っている。また、職員
は一人ひとりの食べやすい形状等
にして安心して食べられるよう配
慮している。

出来ることを手伝ってもらい、皆
で食事を楽しむ雰囲気をつくって
いる。また、利用者がどんな様子
で食事を摂っているかさりげなく
観察し、食事形態の変更などを検
討している。

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

日常的に着替えの選択は、本人と
一緒に行ない、好みを優先してい
る。ほつれ・長さの調節など繕い
物も入居者と共にして身だしなみ
に気をつけている。外出着など特
別の衣服や装飾品など家族に整え
てもらい、本人に伝えている。
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自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの排泄リズムを把握し
て、トイレでの自然排泄を心がけ
ている。プライドやプライバシー
に配慮して、さりげなく誘導して
いる。排便の確認の為にも、でき
る人には自ら排泄チェック表の記
入を促している。

出来る利用者には、自分で排泄
チェック表を書いてもらうなど、
本人の力を活かしながら、さりげ
なくトイレへ誘うなど、排泄の自
立支援に取り組んでいる。

排泄チェック表に記入して、全員の
排便状況を把握している。軟下剤を
服薬している人もいるが、自然排便
を心がけ、食材・おやつの工夫・適
度な水分量や運動に配慮している。

毎食後の口腔ケアは、入居者全員に
促し、自らできる人にも声がけして
いる。できない人には介助してい
る。口腔内の状態を尋ね、観察しト
ラブルの早期発見に心がけ衛生に努
めている。

一人ひとりの生活のリズムや体力
に合わせて適度な休息をとってい
る。夜間よく眠れるように、日中
は起きてすごすように、活動の支
援をすることもある。

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

体調を確認の上、本人が満足でき
る入浴の仕方を大切にしている。
洗身方法や湯の入り方など一人ひ
とりに合わせた介助をしている。
体調不良時でも清拭・足浴などを
勧め清潔・気分転換を心がけてい
る。

「ゆっくりと入りたい」「しっか
りと身体を洗いたい」など、本人
の希望を聞いて、その希望を職員
で共有し、利用者一人ひとりに
沿った支援を行っている。

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

栄養バランスを考えた献立による
食事の提供をしている。体調に合
わせた食事・水分量を摂取できる
ように工夫している。管理栄養士
から月1回栄養と健康の指導を受
けている。

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている
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自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

47 ○服薬支援

48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

「それ私がするよ！」と意欲的に
家事や調理に取りくむ人の姿に刺
激され、自らの役割を探し協働を
楽しむ姿がある。本人のやる気を
大切に、時間がかかってもそれに
取りくむ姿を見守り大切にしてい
る。

突然に「墓参りに行きたい！」な
どの要望が出る時には、家族に本
人の思いを伝えできるだけ早くに
実現するよう協力願っている。ま
た「100均に行きたい！」などの
時は職員間で調整して地域への外
出支援をしている。

保育園の横を通り、園児たちに手
を振ったり、飼育されている山羊
を眺めたりしている。また、椿や
梅の花を摘んで、リビングに飾る
など、楽しく散歩できるよう工夫
している。また、高岡大仏に出か
け、お抹茶のおもてなしを受けた
り、戸出七夕祭りなど、楽しみご
との外出も行っている。

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

公衆電話があり自由に使える。誕
生日には、家族から電話や手紙・
はがきが届いている。電話操作や
書く事が難しい人には職員が必要
な介助をして、親しい人とのやり
とりの支援をしている。

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

外出行事の際は各々お金を持って出
かけている。買い物の機会が増える
ことで、お金の管理や必要な物への
関心が増え、社会性の維持に繋げて
いる。注文するだけの人もいるが買
い物外出の機会を増やし楽しみた
い。家族にも報告し協力もある。

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

受診後、担当の職員や看護師が服
薬指示の内容をカルテ・申し送り
ノート・白板に書き、周知を促し
ている。薬の変更時や臨時処方時
は、用法・用量・副作用の確認を
し、状態観察に努めている。

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている
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自己評価 外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待したい内容

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場
　所づくり

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な
　環境づくり

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

玄関・廊下などは手すり・スロー
プが設置され、個々の力を使って
安全・安心に移動できるように配
慮している。最低限の危険を考慮
し、台所・職員室・備品庫にも自
由に出入りでき「できること」を
見守り、制限していない。

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

自分の部屋がわかり、安心してすご
せるように〝本人の物”とわかる衣
類・帽子・家具・写真などの配置を
家族にお願いしている。また、身体
レベルに合わせて安全に歩行・移動
ができるように、家具の配置など配
慮している。

持参した馴染みのソファに、お気
に入りのぬいぐるみを並べたり、
衣装ケースの中身を本人なりに整
理整頓するなど、利用者にとっ
て、一番ホッとできる空間となる
よう努めている。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

リビングには食事のテーブルの他
に多目的な作業のための空間があ
り、制作・繕い物・書道など集中
して行なっている。また、小さな
テーブルセットやソファーなどに
その時の気分で自由に移動し、思
い思いにくつろいでいる。

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

リビングの大きな窓から季節の草
花が咲く様子が見える。テーブル
にも摘んだ花が飾られるなど季節
を感じてすごせている。また小さ
な仏壇があり、誰かが扉を開けて
祈る時には、静かな空気が流れて
いる。

温度や湿度などは、利用者に合わ
せて調節し、居心地よく過ごせる
よう配慮している。また、段飾り
のお雛様を皆で飾ったり、散歩中
に摘んできた梅の花を生けるな
ど、季節感を取り入れた家庭的な
雰囲気の共用空間をつくってい
る。
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事業所名　　　　　　　　　　　 グループホームすまいる
作成日　 平成　　年　　月　　日令和 　　2年 3月　8日

【目標達成計画】

1
6

36

2 26

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

２　　目　標　達　成　計　画

入居者やご家族の心を思い,寄り添った
言葉かけや態度をとれているかを職員一
人ひとりが真摯に自らに問いかけ改善に
努める緊張感を常に持ちたい。

入居者やご家族が安心して毎日を暮らす
ことができるように、チーム全体で適切
な言葉かけや態度を心がけ、信頼のつな
がりを深める。

・職員一人ひとりが自らの言動を振り返
　り評価する。
・定期的な面接やミーティング時に『接
　遇の基本』を再認識する。
・職員間で助言し合う環境づくりをすす
　める。

　1年間
（R2．2/21～）

ケアプランの課題を適切に把握できてい
ず、サービス内容の取り組みが不十分な
ため、モニタリングや評価につながらな
いケースがある。

適切なアセスメントから得られた具体的
な課題とサービス内容を全体が周知して
取り組めるようにする。

・ケアプランの課題が具体的で実効性の
　ある内容となるよう計画作成する。
・入居者一人ひとりの課題の必要性を把
　握して日々の関わりに取り組む。
・カンファレンスでの意見交換では、焦
　点がぶれぬように整理調整し進める。

　1年間
（R2．3/1～）

優
先
順

項
目
番

現状における問題点、課題 目　　標 目標達成に向けた具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

グループホームすまいる


